
高
速
道
路
株
式
会
社
法
案
参
照
条
文

○
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
（
抄
）

（
用
語
の
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
道
路
」
と
は
、
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
道
で
次
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
い
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋

、
渡
船
施
設
、
道
路
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
道
路
と
一
体
と
な
つ
て
そ
の
効
用
を
全
う
す
る
施
設
又
は
工
作
物
及
び
道
路
の
附
属
物
で

当
該
道
路
に
附
属
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
も
の
と
す
る
。

２
〜
５

略

（
都
道
府
県
道
の
意
義
及
び
そ
の
路
線
の
認
定
）

第
七
条

略

２

略

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
認
定
し
よ
う
と
す
る
路
線
が
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
市
（
以
下
「
指
定
市
」
と
い
う
。
）
の
区
域
内
に
存
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、

当
該
指
定
市
の
長
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
市
の
長
は
、
意
見
を
提
出
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
当
該
指
定
市
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
〜
７

略

（
自
動
車
専
用
道
路
の
指
定
）

第
四
十
八
条
の
二

略

２

道
路
管
理
者
は
、
交
通
が
著
し
く
ふ
く
そ
う
し
、
又
は
ふ
く
そ
う
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
車
両
の
能
率
的
な
運

行
に
支
障
が
あ
り
、
若
し
く
は
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
が
あ
り
、
又
は
そ
れ
ら
の
お
そ
れ
が
あ
る
道
路
（
高
速
自
動
車

国
道
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
道
路
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
間
内
に
お
い
て
、
交
通
の
円
滑

又
は
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
を
図
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
道
路
（
ま
だ
供
用
の
開
始

が
な
い
も
の
に
限
る
。
）
又
は
道
路
の
部
分
に
つ
い
て
、
区
域
を
定
め
て
、
自
動
車
の
み
の
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
道
路
又
は
道

路
の
部
分
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
通
常
他
に
道
路
の
通
行
の
方
法
が
あ
つ
て
、
自
動
車
以
外
の
方
法
に
よ
る
通
行

に
支
障
の
な
い
場
合
に
限
る
。

３

略

○
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
（
抄
）

（
高
速
自
動
車
国
道
の
意
義
及
び
路
線
の
指
定
）



第
四
条

高
速
自
動
車
国
道
と
は
、
自
動
車
の
高
速
交
通
の
用
に
供
す
る
道
路
で
、
全
国
的
な
自
動
車
交
通
網
の
枢
要
部
分
を
構
成
し

、
か
つ
、
政
治
・
経
済
・
文
化
上
特
に
重
要
な
地
域
を
連
絡
す
る
も
の
そ
の
他
国
の
利
害
に
特
に
重
大
な
関
係
を
有
す
る
も
の
で
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
の
予
定
路
線
の
う
ち
か
ら
政
令
で
そ
の
路
線
を
指
定
し
た
も
の

二

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
予
定
路
線
の
う
ち
か
ら
政
令
で
そ
の
路
線
を
指
定
し
た
も
の

２
・
３

略

○
首
都
圏
整
備
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
三
号
）
（
抄
）

（
首
都
圏
整
備
計
画
の
内
容
）

第
二
十
一
条

略

２

略

３

整
備
計
画
に
は
、
首
都
圏
の
整
備
に
関
す
る
事
項
で
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
各

事
項
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
根
幹
と
な
る
べ
き
も
の
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
首
都
圏
の
建
設
と
そ
の
秩
序
あ
る
発
展
を

図
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
首
都
圏
の
地
域
外
に
わ
た
り
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

既
成
市
街
地
、
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
事
項
で
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

宅
地
の
整
備
に
関
す
る
事
項

ロ

道
路
の
整
備
に
関
す
る
事
項

ハ

鉄
道
、
軌
道
、
飛
行
場
、
港
湾
等
の
交
通
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

ニ

電
気
通
信
等
の
通
信
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

ホ

公
園
、
緑
地
等
の
空
地
の
整
備
に
関
す
る
事
項

ヘ

水
道
、
下
水
道
、
汚
物
処
理
施
設
等
の
供
給
施
設
及
び
処
理
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

ト

河
川
、
水
路
及
び
海
岸
の
整
備
に
関
す
る
事
項

チ

住
宅
等
の
建
築
物
の
整
備
に
関
す
る
事
項

リ

学
校
等
の
教
育
文
化
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

ヌ

そ
の
他
首
都
圏
の
整
備
に
関
す
る
事
項
で
政
令
で
定
め
る
も
の

二

既
成
市
街
地
、
近
郊
整
備
地
帯
又
は
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
連
し
て
交
通
通
信
体
系
又
は
水
の
供
給
体
系
を
広
域
的
に
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
前
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
又
は
同
号
ヘ
及
び
ト
に
掲
げ
る
事
項

４
・
５

略

○
株
式
会
社
の
監
査
等
に
関
す
る
商
法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
二
十
二
号
）
（
抄
）

（
委
員
会
の
権
限
等
）



第
二
十
一
条
の
八

略

２
〜
６

略

７

監
査
委
員
会
を
組
織
す
る
取
締
役
（
以
下
「
監
査
委
員
」
と
い
う
。
）
は
、
委
員
会
等
設
置
会
社
若
し
く
は
そ
の
子
会
社
（
当
該

委
員
会
等
設
置
会
社
が
大
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
連
結
子
会
社
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
執
行
役
若

し
く
は
支
配
人
そ
の
他
の
使
用
人
又
は
当
該
子
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
取
締
役
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

○
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
）
（
抄
）

（
権
利
の
帰
属
）

第
六
十
六
条

次
に
掲
げ
る
社
債
（
以
下
「
振
替
社
債
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
の
権
利
（
第
七
十
三
条
に
規
定
す
る
利
息
の
請
求
権

を
除
く
。
）
の
帰
属
は
、
次
条
第
二
項
の
場
合
を
除
き
、
こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
振
替
口
座
簿
の
記
載
又
は
記
録
に
よ
り
定
ま
る
も

の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
社
債
（
第
八
十
三
条
及
び
第
八
十
四
条
に
お
い
て
「
短
期
社
債
」
と
い
う

。
）

イ

契
約
に
よ
り
社
債
の
総
額
が
引
き
受
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

各
社
債
の
金
額
が
一
億
円
を
下
回
ら
な
い
こ
と
。

ハ

元
本
の
償
還
に
つ
い
て
、
社
債
の
総
額
の
払
込
み
の
あ
っ
た
日
か
ら
一
年
未
満
の
日
と
す
る
確
定
期
限
の
定
め
が
あ
り
、
か

つ
、
分
割
払
の
定
め
が
な
い
こ
と
。

ニ

利
息
の
支
払
期
限
を
、
ハ
の
元
本
の
償
還
期
限
と
同
じ
日
と
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
こ
と
。

ホ

担
保
附
社
債
信
託
法
（
明
治
三
十
八
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
規
定
に
よ
り
担
保
が
付
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

二

略

○
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
（
抄
）

（
公
務
員
の
国
外
犯
）

第
四
条

こ
の
法
律
は
、
日
本
国
外
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
罪
を
犯
し
た
日
本
国
の
公
務
員
に
適
用
す
る
。

一

第
百
一
条
（
看
守
者
等
に
よ
る
逃
走
援
助
）
の
罪
及
び
そ
の
未
遂
罪

二

第
百
五
十
六
条
（
虚
偽
公
文
書
作
成
等
）
の
罪

三

第
百
九
十
三
条
（
公
務
員
職
権
濫
用
）
、
第
百
九
十
五
条
第
二
項
（
特
別
公
務
員
暴
行
陵
虐
）
及
び
第
百
九
十
七
条
か
ら
第
百

九
十
七
条
の
四
ま
で
（
収
賄
、
受
託
収
賄
及
び
事
前
収
賄
、
第
三
者
供
賄
、
加
重
収
賄
及
び
事
後
収
賄
、
あ
っ
せ
ん
収
賄
）
の
罪

並
び
に
第
百
九
十
五
条
第
二
項
の
罪
に
係
る
第
百
九
十
六
条
（
特
別
公
務
員
職
権
濫
用
等
致
死
傷
）
の
罪

○
法
人
に
対
す
る
政
府
の
財
政
援
助
の
制
限
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
四
号
）
（
抄
）



第
三
条

政
府
又
は
地
方
公
共
団
体
は
、
会
社
そ
の
他
の
法
人
の
債
務
に
つ
い
て
は
、
保
証
契
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し

、
財
務
大
臣
（
地
方
公
共
団
体
の
す
る
保
証
契
約
に
あ
つ
て
は
、
総
務
大
臣
）
の
指
定
す
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
の
債
務
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

○
国
際
復
興
開
発
銀
行
等
か
ら
の
外
資
の
受
入
に
関
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
五
十
一
号
）
（
抄
）

（
外
貨
債
務
の
保
証
）

第
二
条

略

２

政
府
は
、
法
人
に
対
す
る
政
府
の
財
政
援
助
の
制
限
に
関
す
る
法
律
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
法
人
が
発
行

す
る
債
券
又
は
地
方
債
証
券
の
う
ち
外
貨
で
支
払
わ
れ
る
も
の
（
地
方
債
証
券
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
以
下

「
外
貨
債
」
と
い
う
。
）
に
係
る
債
務
に
つ
い
て
、
予
算
を
も
つ
て
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
保
証
契
約
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

一

日
本
政
策
投
資
銀
行

二

国
際
協
力
銀
行

三

削
除

四

削
除

五

地
方
公
共
団
体

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
法
人
で
、
政
令
で
定
め
る
も
の

イ

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
予
算
に
つ
い
て
国
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
人

ロ

特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
（
イ
に
規
定
す
る
法
人
を
除
く
。
）
で
、
国
、
イ
に
規
定
す
る
法
人
及
び
地
方
公
共

団
体
以
外
の
者
の
出
資
の
な
い
も
の
の
う
ち
、
特
別
の
法
律
に
よ
り
債
券
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

３

政
府
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
外
貨
債
を
失
つ
た
者
に
交
付
す
る
た
め
発
行
さ
れ
る
外
貨
債
に
係
る
債
務
に
つ
い
て
保
証

契
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


